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●お手入れにひと工夫！

※本製品は、一般家庭用に販売しておりますので、
　業務用（高出力）の電子レンジには使用できません。

取扱い上の注意

お手入れ方法

お手入れ上の注意

電子レンジのお手入れについて

材料の種類／耐熱陶器

●ご使用前に必ず各部に異常がないか事前に確認してください。
●製品本来の使用目的以外には使用しないでください。
●小さな傷やヒビは皿や蓋の割れの原因になりますので使用を中止してください。
●皿や蓋は電子レンジ専用です。それ以外の熱源では絶対に調理しないでくだ
　さい。
●加熱中、加熱後は非常に熱くなっています。別売のやっとこ、又は厚手のミ
　トン（耐熱200℃超）更にふきんを重ね、使用してください。
●調理直後の取り出しの際、ヤケドには十分注意してください。
●あらかじめ調理後の皿を置く場所の準備をしてから取り出してください。
　薄い布等は焦げる場合があります。
●耐熱効果の高い鍋敷き（木製や金属製等）を使用してください（耐熱200℃超）。
●木製品やカラーボード等に直接置いた場合変色する恐れがあります。
●ラップは発熱したお皿の熱で溶けますので絶対に使用しないでください。
●皿や蓋が冷めるまでは、素手で触らないでください。特にお子様が触る可能
　性が無い所に置いてください。
●皿や蓋が高温の時に液体調味料やソースをかけると、飛び散る場合がありま
　すので十分注意してください。
●長時間の空炊きはしないでください。電子レンジの破損や皿のヒビ、割れの
　原因になります。
●皿や蓋が高温の時に水等をかけて急冷しないでください。ヒビ、割れの原因
　になります。
●まな板の代わりに使用したり、刃物や先端が鋭利なものはあてないでくだ
　さい。傷やヒビ、割れの原因になります。
●高い所から落とす等、急激な衝撃を与えないでください。破損の原因になり
　ます。
●破損した場合は修理や改造等せずに使用を中止してください。
●乳幼児の手の届かない所に保管してください。

●皿や蓋は常温に冷めてから洗ってください。急冷はヒビ、割れの原因になり
　ます。
●研磨剤入りたわし、金属たわしやクレンザー等を使用しないでください。
●酸性、アルカリ性の洗剤は劣化の原因になります。
●水分が残った状態での加熱はヒビ、割れの原因になります。洗った後の水分
　は十分に拭き取り乾燥をしてください。拭き取り後に電子レンジ500W・
　600Wで1分程加熱すると、手早く乾燥ができます。その際、皿や蓋から水
　分が染み出る場合がありますが、調理中に吸水した調理汁なので問題ありま
　せん。再度水洗いし、水気を拭き取った後、自然乾燥してください。風通し
　の良い場所に収納してください。
●調理物を皿や蓋に放置しないでください。長時間（1日以上）放置した場合は、
　しみ、ニオイの原因になります。調理物はこまめに他の容器に移してください。
●皿や蓋に水分や調理カスが残っている場合は、ニオイやカビの原因になり
　ます。
●皿や蓋の焦げ付きが取りにくい場合は、お湯を満たしてふやかした後、固め
　のスポンジでていねいにこすってください。
●食器洗浄機や食器乾燥器をご使用の際は、機種の取扱説明書にそって正しく
　使用してください。乾燥が不十分の場合、自然乾燥を追加してください。

●庫内に調理カス等が残らないよう、しっかり拭き取ってください。その際、
　電子レンジの取扱説明書にそって、お手入れを行ってください。
●庫内のニオイが気になる時、電子レンジの脱臭機能がある場合は使用してくだ
　さい。また、緑茶100ccを耐熱容器に入れ、500Wで3分程加熱し、その後　
ふきん等で拭き取るとニオイ取りに効果的です。

●最初に使用する時や使用後は食器用中性洗剤を付けて、やわらかいスポンジ
　で洗い、水気を十分に拭き取ってください。

＜電子レンジ内のニオイ処理＞
●緑茶を電子レンジにかけると、
　庫内のニオイを取ることができ
　ます。

MADE IN CHINA
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